
部長会議要録 

確定版  

日時・場所 令和４年９月２６日（月）９時 00分～ 庁議室 

出 席 者 

栢木市長、佐野副市長、西村教育長、遠藤議会事務局長、赤坂政策調整部長、 

川端総務部長、長尾市民部長、吉田健康福祉部長、田中健康福祉部政策監、 

布施健康福祉部政策監、武内病院事務部長、三上都市建設部長、吉川環境経済部長、

馬野教育部長、事務局 

 

１．開会 

【市長挨拶】 

〇週末、第 18 回野洲市美術展覧会の表彰式に出席した。各部門合わせて 200 点近い作品が展示さ

れており、どれも素晴らしかった。一方で、年々出品者が減少していると聞いている。何か一工

夫して、出品者が増えるよう考えていかなければいけないと感じた。長年続いている行事、イベ

ントでも、時代に合わせて変化していく必要がある。 

 

 

２．議題 

【報告事項】 

①小規模保育事業設置及び運営予定事業者について 

 第二期野洲市子ども・子育て支援事業計画に基づき、１～２歳児に多い待機児童の解消と質の高

い保育の提供を図るため、小規模保育事業Ａ型を設置及び運営する事業者を募集し、野洲市小規

模保育事業設置及び運営事業者審査委員会にて事業者を選定し、野洲市子育て支援会議にて承認

を得たので概要を報告する。 

 ３事業者の応募があったが、１事業者が辞退したため２事業者を審査した結果、１事業者につい

ては審査項目のうち基準を満たさない項目があったため、来年度は１事業者による１箇所の設置

となった。 

→２箇所設置予定が１箇所のみとなったことで、想定よりも待機児童が解消されないということか。 

 →一定解消はされると見込んでいるが（国基準の待機児童９人、国基準外の待機児童 40人）、す

べての待機児童の解消は難しいと思われる。 

→基準に満たなかった審査項目とは具体的にどういったものか。 

 →組織や保育体制、整備される施設、保育の内容等の項目で審査した結果、いくつかの項目で基

準に満たなかった。 

 

②新型コロナワクチン（オミクロン株対応ワクチン）の接種開始について 

 新型コロナワクチンのオミクロン株対応ワクチンの接種について、今月から開始されることとな

ったので、野洲市の今後の予定について報告する。 

 

③野洲市民病院早期着工早期完成に関する要望について 

 令和４年８月 29 日付で、祇王学区自治連合会より野洲市民病院早期着工早期完成に関する要望

書が提出されたので、その内容と９月 16日付で回答した内容について報告する。 

→回答の内容について、「市民、評価委員会、市議会においてこれをお認めいただいたのちは、」と

あるが、市民に認めてもらうというのは、説明会を開催するということか。 

 →11 月に評価委員会、市民懇談会、市議会特別委員会の開催を想定している。 



→11 月中に成案をめざす、とあるが、11月中に臨時議会を開催していただくのか。 

 →11 月に開催予定の市議会特別委員会の中で基本構想、基本計画の案を確認いただき、12 月の

定例会で事業化予算を提案していく。 

→庁議に諮り承認された情報を評価委員会、市民懇談会に出すのであれば、スケジュールが非常に

タイトに感じる。拙速に進めると課題の解決ができないまま見切り発車にならないか。 

 →現在、病院内部で十分な協議をしており、その後、庁議に諮る段取りで進めている。 

→回答は９月 16 日付、市長宛ての要望なので市長名で返されているが、９月１日付で就任された

病院管理者は内容を把握されているのか。 

 →自治連合会長への回答前に病院管理者に報告し、了解を得ている。 

→要望書について、同じ内容で議長にも届いている。市議会としては、申し合わせ事項に基づき議

会運営委員会に諮り、27日（火）の臨時全員協議会で議員に配布する予定である。回答はしない。 

 

 

３．次回部長会議の予定 

  １０月３日（月）１３時３０分～ 庁議室 

 

 

４．閉会 


